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尿 道 血 管 腫 の1例

東京都国民健康保険団体連合会福生病院泌尿器科(医 長:玉 井秀亀)

玉 井 秀 亀,西 山 直 樹

VENOUS HEMANGIOMA OF THE  URETHRA  : A CASE REPORT

Hideki TAMAI and Naoki NISHIYAMA 

From the Department of Urology, Fussa Hospital 
(Chief: Dr. H Tamai)

   A case of urethral hemangioma in a 61-year-old female is reported. She had the com-
plaint of urethral bleeding and difficulty on urination since November 2, 1986, Physical ex-
amination revealed a reddish colored, thumb-head sized tumor at the external urethral meatus. 
All laboratory tests revealed normal findings. At cystoscopy reddish mucosa was found at 
the distal urethra. With the preoperative diagnosis of urethral tumor, the tumor was removed 
en masse under spinal anesthesia. The tumor mass was 2.0 x 1.7 x 1.2 cm. The specimen was 

pathologically diagnosed as venous hemangioma of the urethra. The patient remains symp-
tomless for 2 months after the operation. 

   Six cases of urethral hemangioma including this case have been reported in the Japanese 
literature and are reviewed briefly.
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緒 言

良性尿道腫瘍の中で も尿道血管腫は極めて稀な疾患

である.今 回,わ れわれは尿道出血,排 尿困難を主訴

として来院し,摘 除術を施行 した尿道血管腫 の1例 を

経験 した設で若干の文献的考察を加えて報告す る.

症 例

患者:61歳,女 子,無 職

主 訴:尿 道 出血,排 尿 困難

家族 歴,既 往歴:特 記す べ き ものな し

現病 歴:1986年U月2日 よ り尿道 出血,排 尿 困 難 出

現 し,ll月7日 当科 受診 し,尿 道 腫 瘍 と診 断 され,手

術 目的 に て 同年11月21日 当科 へ入 院 した.

現症:身 長152.5cm,51kg.胸 部 異常 な し.腹 部

平担,軟,肝,脾 は触 知 せ ず.表 在 リ ンパ 節 触 知 せ

ず.血 圧130/90mmHg,脈 拍72!min,整.外 尿 道

口に母 指 頭 大 の赤 褐 色調 の軟 らか い腫瘤 を触 知 し,軽

度 の圧 痛 も認 め られた,

入 院 時 検査 成 績1末 梢 血 液 所 見WBC3,900/rnm3,

RBC351×104/mm3,Hblo.7g/dl,Ht30%,plt

29.8×1041mm3,CRP1十

血 液 生 化学 所 見:異 常 認 めず.

検 尿 沈 渣:尿 蛋 白(一),尿 糖(一),ウ ロ ビ リ ノー

ゲン(一),潜 血反応(十),RBClo-15/hpf,WBC

O-1!hpf,rods(一),尿 培養陰性,尿 細胞診ClassI.

膀胱鏡所見 ・膀胱内には軽度肉柱形成を認める もの

隆起性病変 は認めず,前 部尿道の粘膜 の発赤が認 めら

れ,外 尿道 口の腫瘍へ伸展 していた.

入院後経過:以 上 より尿道腫瘍 の術前診断にて同年

ll月27日,腰 椎麻酔下,砕 石位にて手術を施行 した.
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玉井,西 山:尿 道腫瘍 ・静脈性血管腫

腫瘍 を粘 膜下 組 織 と共 に切 除 し た.切 除 端 は#4-O

catgutに て 縫 合 止血 した.な お,周 囲 組織 との癒 着

は認 めな か った(Fig.1).

摘 出標 本1摘 出腫瘍 は赤 褐 色 調 で大 き さは2.0×1.7

×.2cmで あ った(Fig.2).
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い.そ の 血 管 の構 造 は静 脈 に類 似 し て お り,内 腔 に

は血 栓 が み られ る.以 上 よ り静脈 性 血 管腫(venous

hemangioma)と 診 断 され た(Fig.3).

術 後 経 過1術 後経 過 は 良好 で同 年12月6日 退 院 した

が,現 在 ま で再 発 の徴 候 は認 め られ ない.
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血 管 の腫 瘍 と して の 血管 腫hemangiomaは 血 管 組

織 か ら成 る 腫 瘍様 の先 天 的 な 組 織 奇 形(過 誤 腫ha-

martoma)で あ る とされ て い る1)皮 膚 に しぼ しば み

られ(血 管 性 母斑vascularnervus),顔 面 な どの 扁

平 なport-winenervusは 通 常 組 織学 的 に は 毛 細血

管性 血 管 腫 で あ り,盛 り上 ったstrawberrynervus

は 海綿 状 血 管腫 か 良性 血 管 内皮 腫 の こ と が 多 い と さ

れ て い る2).MacomberらP)に よ る と281例 の 症例 中

59・3%が 顔 面,頭 頸部 に位 置 して いた とい い,発 生学

的 に これ らの 部位 に発 生 す る こ と が 多 い.血 管腫 は

Landing&Farberら4)に よ る とTablc1の ごと く

Table1.ClassificationofHemangioma

(Landing&Farber,1956)

1.Capillaryhemangioma,Hemangiomasimplex

2.Cavemoushemangioma

3.Benignhemangioendothelioma

4.Hemangiopericytoma,Perithelirna

5.Venoushemangioma

6.Racemosehemangioma

7.Sclerosinghemangioma

分類 され て い る.下 部 尿 路 の中 で も膀 胱 血管 腫 の報 告

は1981年Jacquesら5)の81例,本 邦 で は1986年 関井

らc')の61例 の集 計 がみ られ るが,尿 道 に 発生 した血 管

腫 の報 告 は極 め て少 な い.尿 道血 管 腫 と して の 報告 は

1895年Klotz7)の 報告 以 降,現 在 まで18例 報 告 され

て い るが,本 邦 で は1962年 柳 原 らs)の 報 告以 降,わ れ

われ の 渉 猟 し得 た限 りで は 自験 例を 加 え て も6例 にす

ぎない.本 邦 の 報告 例 に つ いて 示 した(Table2).

Table2.summarvofurethralhemangiomareportedintheJapaneseliterature

Na報 告者 発表年 年齢 性別 主 訴 性 状 部 位 組織像 治 療

1柳 原8)196243男 排尿初期血尿 母指頭大

2岩 佐131196246男
排 尿困難,
尿道出血

3山 本14)196958女 尿道 出 血

4大 串15)197339男 尿 道 出血

5野 口16)198521男 尿 道 出血

6自 験例198761女 尿道出血,
排尿困難

赤褐色
腫瘍

碗豆大,

暗赤色

有茎性,赤 色
1.3×0.7×0.7㎝

腫瘍多発

母 指 頭 大

2.0×1.7XI.2㎝

後部尿道

尿道球部
左側壁

外尿道ロより
約2㎝中心側

舟状窩尿
道腹側

舟状窩,
前部尿道

外尿道ロ

血管腫

血管腫

腫瘍切 除
60Co照 射

会陰式
尿道部分切 除

血管腫 腫瘍切除

血管腫

静脈性
血管腫

静脈性
血管腫

摘 出

焼 灼
(YAGレ ーザー)
硝酸銀 注入

腫瘍切 除
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年齢お よび性別では21歳 よ り62歳にわたってお り,

男子4例,女 子1例 であった.Watson9)に よると血

管腫の発生年齢 は73%が 出生時に存在 し,85%が1歳

までに出現 し,女 子に多い とい う,こ の ことか らす る

と他の血管腫に比較 して遅い傾 向にあるといえる.症

状 としては,全 例に血尿 または 尿道 出血 を 認 め て お

り,腫 瘍の性格上,易 出血性を反映 している.腫 瘍の

性 状は腫 々と女子外尿道 口に発生 した ものは 自験例の

みであった.自 験例では他の部位に血 管 腫 の 合 併 は

認めなか ったが,他 の報告例では記載のあるものはな

く不 明であ った.組 織学的検索がな され た 例 で は,

血管腫のみの記載は3例 であ った.自 験例では,毛 細

血 管 よりもやN大 きい血管の増生 と扁平 な内皮細胞に

おおわれた血管腫の不規則な拡大がみ られ,そ の血管

の構造は静脈に類似 してい た こ と よ り静脈性血管腫

(venoushemangioma)と 診断 された.

治療においては,種 々試みられてはいるものの確立

され ていないが,手 術療法(レ ーザーを含む),血 管

結紮,電 気焼灼,凍 結手術,凝 固剤局所 注 入 等 の 報

告10)があ る.血 管腫が大 きい症例や多発例,再 発を繰

り返す症例では広範 な尿道の切除,尿 道形成,場 合に

よっては膀胱繧な どが必要 となろ う.男 子尿道血管腫

の手術療法はTilakii),Robertら12)の 尿道切除後に

urethroplastyを 施行 した 報告やGreig17)のselec-

tivearterialembolizationを 施行 した報告 がみ られ

るが,女 子 尿道血管腫における手術法についての報告

は山本 ら1のの単純な腫瘍切除の他は文献的に発見で き

なか った.自 験例においては,女 子症例であ り,尿 道

全周にわた り,粘 膜下組織を含め切除 し,電 気凝固 と

結紮にて止血可能であったが,そ の腫瘍の易出血性 と

い う性格を考える と手術療法を含めた治療は慎重に進

め るべ きであろ う.

結 語

61歳 女子の尿道血管腫の1例 を報告 し,こ れ まで

の臨床報告例を まとめ ると共に若干の文献的考察を加

えた.
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